
ラライイトトウウェェーーブブデディィフフェェンンスス　　[[JJSS++MM]]

太陽光ダメージに対する肌の保護機能を強化
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皮膚は毎日太陽光にさらされて
います。そのため、皮膚を太陽
光から守る必要があります。皮
膚を常に保護することでより長
期的に若くみせるための原料で
す。

スストトーーリリーー

イインンデディィアアンンジジャャススミミンンととγγ--ママンンゴゴススチチンン

私たちはインディアンジャスミンの植物幹細胞にマンゴスチンエキスを内包させ
た新しいユニークな植物細胞複合体を開発しました。
ジャスミンはよく知られた熱帯の植物でアジア一帯では聖なる植物としてその香
りとともに親しまれてきました。１日の終わりに開花し、芳香を放ちます。γ-マ
ンゴスチンはマンゴスチンの果皮に多く含まれる抗酸化成分です。マンゴスチン
はアジアのでは広く伝統的な薬として使われた一方で欧米社会では非常に強い抗
酸化作用が着目されています。 
マンゴスチンエキスは植物幹細胞技術によってバイオアベイラビリティが向上さ
れ、皮膚に浸透しやすくなっています。

Key points
バイオテクノロジー複合体
活性成分の相乗的作用

革新的な組合せ
植物幹細胞と効果の高い活性成分

太陽光線からの防御
様々な太陽光線から皮膚をまもる機
能

マーケティングポイント

肌の明るさとアンチエイジング

クリーム、美容液、ローション、バーム、ミルクローション、ファン
デーションなどにお使い頂けます。

Related products:  GLOBAL PROTECT BLACKBERRY | 

WHOLE PROTECTION EDELWEISS | FORESEEN SHIELD NOPAL

NAOLYS ACTIVE SHELLS

アンチエイジング作用
肌のハリ、弾力、真皮の主
要な構成成分を増強

肌の明るさ
肌の明るさを取り戻し色味
を均一にする。

肌の弾力増加

肌のハリを増強

赤み軽減

微小循環を活性化し赤みを
抑える。

皮膚の保護
紫外線、赤外線、ブルーラ
イトから遺伝子を保護

ライトウェーブディフェンス　[JS+M]
太陽光ダメージに対する肌の保護機能を強化



どのように働くの？ 

LightWaves Defense [JS+M]: 生理的な保護機能を強化 

太陽光はビタミンDの合成によるカルシウムやリンの骨への固定に必要不可欠ですが、そのほかにも体内時計の調節や
気分の高揚、学習機能の向上などにも働いています。 
その重要性とは裏腹に、太陽光への曝露は皮膚に深刻なダメージをもたらします。数年前までは紫外線のみが皮膚にダ
メージをもたらすものと考えられていましたが、最近の研究ではほとんどすべての光線種において皮膚にたいしてネガ
ティブな影響があることがわかってきました。波長によっては皮膚の老化プロセスを加速化し、肌をたるませ、赤みや
シミを増やし、シワの形成を助長します。

ライトウェーブディフェンス [JS+M] は光による肌ダメージを軽
減します。
いくつかの光線種は非常に強いエネルギーを持ち、皮膚の細胞の核心部まで到達します。私たちは細胞の周囲
の環境のみならず、DNAにも着目し研究を重ねました。 

細細胞胞のの核核心心部部をを守守るる  
光の照射やそれによって作られるフリーラジカルはDNA塩
基の置換やらせん構造の変化を引き起こします。 
DNAが損傷したり破壊されたりした細胞は適切な機能を失
い、正しい働きをすることができなくなります。. 

ラライイトトウウェェーーブブデディィフフェェンンスス  [[JJSS++MM]]  はは細細胞胞のの機機能能保保全全にに重重
要要ななミミトトココンンドドリリアアDDNNAAをを保保護護すするる働働ききををももちちまますす。。

真真皮皮のの核核心心部部をを保保護護  
真皮に含まれるプロテオグリカン、ヒアルロニックアシッ
ド、コラーゲン、エラスチンなどの様々な構造成分は皮膚
の構造を保持するのに重要な役割をもっています。それら
の肌の硬さや柔軟性、弾力性の保持に役立っています。 
光照射はこれらの構造成分の酵素による分解を加速します。 

ラライイトトウウェェーーブブデディィフフェェンンスス  [[JJSS++MM]]はは皮皮膚膚のの特特徴徴的的なな機機能能
をを保保持持すするるののにに重重要要なな真真皮皮のの主主要要成成分分をを守守りりまますす。。

血血管管拡拡張張のの減減少少  
皮膚の微小循環は血流とリンパの流れによります。微小循環
が正常に働くことで必要な栄養分を細胞に届けることができ、
細胞は機能を正常に保つことができます。一方、毛細血管は
血管拡張を促す炎症などの他の皮膚のメカニズムとも関係し
ています。光照射は短時間の曝露でも炎症と赤みを引き起こ
します。 

ラライイトトウウェェーーブブデディィフフェェンンスス  [[JJSS++MM]]はは微微小小循循環環をを抑抑制制ししてて
皮皮膚膚のの赤赤みみをを軽軽減減ししまますす。。

狙いすまされた２つの保護きのに
よって、ライトウェーブディフェ
ンス [JS+M] は皮膚の明るさを増
やし、見た目の若さを保ちます。

VISIBLE 
NON VISIBLE 

ブルーライト 
HEV: 400/500nm UVA: 315/380nm 

UVB: 280/315nm 
UVC: 200/280nm 

紫外線 赤赤外外線線  
IR: 700/10 000nm 

ほてり/ 肌の赤み 

DNAへのダメージの蓄積 

シミ、シワ、たるみ 

光老化 

太陽光線種により皮膚への影響 

赤み、シミ、シワ、肌のたるみ 



臨床データ 

28日間の適用による、 
若返り効果 

→ 75% の女性が顔色が明るくなったことを実感
→ 80% の女性が肌が滑らかになったことを実感
→ 65% 女性が肌のハリを実感

IN VITRO データ 

保護機能 
ケラチノサイトのミトコンドリアDNAに対して 
→ UVA/UVB照射後のAPサイトが22% 減少 
→ ブルーライト照射後のAPサイトが22% 減少
→ 赤外線照射後のAPサイトが22% 減少

線維芽細胞に対して 
→  コラーゲン産生についてUVA/UVB照射後18% 、ブルーライト照射後
24%、赤外線照射後20%回復した 
→ヒアルロン酸産生についてUVA/UVB照射後21% 、ブルーライト照射後
21%、赤外線照射後19%回復した 

→エラスチン産生についてUVA/UVB照射後20% 、ブルーライト照射後
25%、赤外線照射後21%回復した 

赤み軽減効果 
→ NO産生の抑制による微小循環の減少効果を測定 
UVA/UVB曝露後 23% 、ブルーライト曝露後20% 、赤外線曝露後18% NO
産生を抑制した。 

0.5%の濃度で使用 

臨床試験データ 

老化サインの減少効果、28日間、１日２回適用 

0日目 28日後 

試験条件 

→  35から55歳までの様々な皮膚タイプの女性被験者20名に28日間塗布した。
→ 適用回数１日２回
→ 被験サンプル　ライトウェーブディフェンス[JS+M] 0.5%配合乳液 

Technical information on the formulation of LightWaves Defense [JS+M] 

IINNCCII  nnaammee//表表示示名名称称  
Jasminum sambac leaf 
cell extract /マツリカ葉細
胞エキス 

組組成成  
20%グリセリン溶液 

性性状状  
液体 

推推奨奨濃濃度度  
0.5%  

溶溶解解性性  
水に易溶 

0.5%の濃度で使用 



LightWaves Defense [ JS+M ]  |  Strengthens natural protection against light damage 

In vitro 試験結果 

細胞の核心部の保護 

太陽光への曝露によって、真皮や表皮に存在する細胞のDNAが損傷し、老化が促進します。 

紫紫外外線線  
UVBは主に表皮に吸収されますが、UVAは真皮まで到達しま
す。  
UVBはUVAより遺伝子に変異を与える力が強いとされます。
UVAはDNAに吸収されにくいですが、細胞内の構成物質の
原子を活性化し、フリーラジカルを生成することでDNA損
傷を引き起こします。 

ブブルルーーラライイトト  
皮下組織にまで吸収してフリーラジカルを生成し、表皮の炎
症メディエーターを増やし、塩基置換によるDNA損傷を引
き起こします。 

赤赤外外線線  
赤外線はほてりなどの熱の感覚を引き起こす他に、フリーラ
ジカルの生成によってミトコンドリアにダメージを与えます。 

強い光照射は細胞を壊死させるか、深刻なダメージを与え、
ダメージを負った細胞は、壊れやすく機能を失います。 

外因性の 
ダメージ 

DDNNAA修修復復  

修復 

修復 
ダダメメーージジ  

内因性のダメージ 

核核内内  
DDNNAA  ミミトトココンンドドリリアアDDNNAA  

修復エラー 
修復エラー 

疾疾患患  

腫腫瘍瘍  
老老化化  

アアポポトトーーシシスス  

健健康康なな細細胞胞    
ダメージの発生割合 = 修復の発生割合 

細胞１個に１日あたり500,000箇所の 
 DNA修飾が発生している。 

病病気気のの細細胞胞  
ダメージの発生割合 > 修復の発生割合 

UVや他の要因による細胞のダメージ 

DNAの塩基についての検討 

ライトウェーブディフェンス[JS+M]の機能を評価するため、ケラチノサイト中のミトコンドリアAP部位（脱プリン/ピリミジン部
位）及び脱塩基部位について検討をしました。AP部位は脱塩基修飾されるDNAの主要な病変部位です。１つの細胞の中でも１日
あたり２x10５ 箇所のAP部位が発生しています。AP部位にはDNA中の塩基が存在しない場所になります。 
AP部位の数はDNAダメージと化学的な修飾に対するの良い指標となります。 
光線被曝をすると修復困難な脱塩基部位のクラスターが生じます。 AP部位が減るということは修復困難部位が減ることを意味し
ます。

ミトコンドリアDNAに対する試験

AP部位の減少 
→ UVA/UVB によって引き起こされたAP部
位は0.5%, 1% 及び 2.5%の濃度においてそ
れぞれ22%, 26% 及び33%減少した。

AP部位の減少 
→  ブルーライト によって引き起こされた
AP部位は0.5%, 1% 及び 2.5%の濃度におい
てそれぞれ25%, 32% 及び38%減少した。

AP部位の減少 
→赤外線によって引き起こされたAP部位は
0.5%, 1% 及び 2.5%の濃度においてそれぞ
れ19%, 24% 及び31%減少した。

AP部位の数 (105 塩基対) AP部位の数 (105 塩基対) AP部位の数 (105 塩基対) 

Control UVA/UVB LD [ JS+M ]
(0.5%) +  
UVA/UVB 

 LD [ JS+M ] 
(1%) +  
UVA/UVB 

LD [ JS+M ] 
(2.5%) +  
UVA/UVB 

Control Control Blue light LD [ JS+M ] 
(0.5%) +  
Blue light 

LD [ JS+M ] 
(1%) +  
Blue light 

LD [ JS+M ] 
(2.5%) +  
Blue light 

Infrared 
light 

LD [ JS+M ] 
(0.5%) +  
Infrared  
ight 

LD [ JS+M ] 
(1%) +  
Infrared 
light 

LD [ JS+M ] 
(2.5%) +  
Infrared 
light 



LIGHTWAVES DEFENSE [ JS+M ]  |  Strengthens natural protection against light damage

皮膚の中で固さ、弾力、柔軟性をもたらしている主要な細胞外マトリックス成分である、コラーゲン、ヒアルロン酸、エラスチン
について試験検討をおこないました。皮膚の中でこれらの成分が喪失すると、肌にシワやたるみを引き起こします。　試験はケラ
チノサイトと線維芽細胞の共培養によって行いました。

ヒヒアアルルロロンン酸酸

グルコサミノグリカン（長さの多糖類）で細胞外マトリックス中の巨大なプロテオグリカンの成分です。１gのヒアルロンさんは
自重の6000倍の水を保持することができ、肌の柔軟性を保つ上で重要な働きを示します。

ココララーーゲゲンン

もっとも汎用的な線維性タンパク質で細胞外マトリックスの主要な成分です。コラーゲンは皮膚に伸展性を与え、細胞接着を調節
し、細胞の走化性や組織の成長に関与しています。

エエララススチチンン  

もう一つの主要な線維性タンパク質です。疎水性のアミノ酸が豊富でコラーゲンと絡み合っています。デスモシンという架橋構造
体により、皮膚に強固な弾性を与えます。

真皮中の多糖類及び線維タンパク質の保護

細胞外マトリックス

細細胞胞外外ママトトリリッッククスス中中のの主主要要なな構構成成成成分分にに対対すするる研研究究

真皮の中では細胞外マトリックスは、非細胞成分に
て構成され、物理的な構造支持体としての働きのみ
ならず、細胞の恒常性維持のための細胞分化シグナ
ルの発現を調節しています。

細胞外マトリックスは水と多糖類、タンパク質で構
成されます。多糖類としてはグルコサミノグリカン
やプロテオグリカン、繊維タンパク質としては真皮
中の線維芽細胞が作り出すコラーゲン、エラスチ
ン、フィブロネクチン、ラミニンが挙げられます。
実際には細胞外マトリックスは酵素、非酵素的分解
によってダイナミックに代謝している組織です。

細胞外マトリックスは皮膚の生化学的な機能のほ
か、肌の弾力やハリ、柔らかさなどの構造的な特徴
を形成するのに役立っています。
また、肌内部の状態を恒常的に保つ緩衝液としての
作用をもっています。

線維芽細胞

顆粒球

マクロファージ

多糖類
(グルコサミノグリカン、
プロテオグリカン）

コラーゲン繊維

エラスチン繊維

細胞外マトリックス

真皮の構成成分

 

UVAは細胞外マトリックスに深刻なダメージをもたらし、肌の弾力や固さを失わせます。
UVAやブルーライトによって生成されるフリーラジカルは細胞外マトリックスを分解する主要な酵素群であるMMPを活性
をします。最近の研究で赤外線が直接コラーゲンを破壊することが知られるようになりました。



LIGHTWAVES DEFENSE [ JS+M ]  |  Strengthens natural protection against light damage

コラーゲンに対する検討

コラーゲンの増加
→ 線維芽細胞に対して原料を0.5%, 1% 及び2.5%添加し、種々の光線種の影響を調べた。 UVA/UVBに曝露した場合それぞれ18%、24% 、28%、ブ
ルーライトに曝露した場合 それぞれ24%、31% 、39%、赤外線に暴露した場合それぞれ20%、28% 、36%コラーゲン産生量が回復した。 

LD [ JS+M ]
(0.5%) + 

UVA/UVB

LD [ JS+M ]
(1%) + 

UVA/UVB

LD [ JS+M ]
(2.5%) + 

UVA/UVB

UVA/UVBControl

ヒドロキシプロリンの濃度 (mg/L)

+18% +24% +28%

LD [ JS+M ]
(0.5%) + 
Blue light

LD [ JS+M ]
(1%) + 

Blue light

LD [ JS+M ]
(2.5%) + 
Blue light

Blue lightControl

ヒドロキシプロリンの濃度 (mg/L)

+24% +31% +39%

LD [ JS+M ]
(0.5%) + 
Infrared

light

LD [ JS+M ]
(1%) +

Infrared
light

LD [ JS+M ]
(2.5%) +
Infrared

light

Infrared
light

Control

ヒドロキシプロリンの濃度 (mg/L)

+20% +28% +36%

ヒアルロン酸の増加
→ 線維芽細胞に対して原料を0.5%, 1% 及び2.5%添加し、種々の光線種の影響を調べた。 UVA/UVBに曝露した場合それぞれ21%、25% 、31%、ブ
ルーライトに曝露した場合 それぞれ21%、29% 、35%、赤外線に暴露した場合それぞれ19%、27% 、33%ヒアルロン酸産生量が回復した。

LD [ JS+M ]
(0.5%) + 

UVA/UVB

LD [ JS+M ]
(1%) +

UVA/UVB

LD [ JS+M ]
(2.5%) +

UVA/UVB

UVA/UVBControl

ヒアルロン酸濃度 (ng/ml)

+21% +25% +31%

LD [ JS+M ]
(0.5%) +
Blue light

LD [ JS+M ]
(1%) +

Blue light

LD [ JS+M ]
(2.5%) +
Blue light

Blue lightControl

ヒアルロン酸濃度 (ng/ml)

+21% +29% +35%

LD [ JS+M ]
(0.5%) +
Infrared

light

LD [ JS+M ]
(1%) +

Infrared
light

LD [ JS+M ]
(2.5%) +
Infrared

light

Infrared
light

Control

ヒアルロン酸濃度 (ng/ml)

+19% +27% +33%

Increase of the elastin
→ 線維芽細胞に対して原料を0.5%, 1% 及び2.5%添加し、種々の光線種の影響を調べた。 UVA/UVBに曝露した場合それぞれ
20%、28% 、37%、ブルーライトに曝露した場合 それぞれ25%、30% 、34%、赤外線に暴露した場合それぞれ21%、29% 、36%エラスチン
量が回復した。  

LD [ JS+M ]
(0.5%) +

UVA/UVB

LD [ JS+M ]
(1%) +

UVA/UVB

LD [ JS+M ]
(2.5%) +

UVA/UVB

UVA/UVBControl

エラスチン量 (µg/mg タンパク量)

+20% +28% +37%

LD [ JS+M ]
(0.5%) +
Blue light

LD [ JS+M ]
(1%) +

Blue light

LD [ JS+M ]
(2.5%) +
Blue light

Blue lightControl

エラスチン量 (µg/mg タンパク量)

+25% +30% +34%

LD [ JS+M ]
(0.5%) +
Infrared

light

LD [ JS+M ]
(1%) +

Infrared
light

LD [ JS+M ]
(2.5%) +
Infrared

light

Infrared
light

Control

エラスチン量 (µg/mg タンパク量)

+21% +29% +36%

ヒアルロン酸に対する検討

エラスチンに対する検討



LIGHTWAVES DEFENSE [ JS+M ]  |  Strengthens natural protection against light damage

血管拡張の減少

皮膚微小循環

皮膚微小循環は機能的に不明な部分が多いです
が、特に心臓発作などの虚血状態時に血流を維持
するために重要な役割を持っています。細動脈
は、血管収縮を介して血液還流を防止し、効果的
に連続的な血管収縮を維持します。
血管の集まる部位では血流が緩やかとなり、血管
拡張や毛細血管でのガス交換を促進します。

皮膚の内部には多くの毛細血管が存在し、絶えず
微小循環が行われています。感情や顔面筋反射、
胃腸の不具合、EDRF(血管内皮由来拡張因子）、
日焼けを含む炎症惹起反応により血管拡張が増進
します。

UVA/UVB、ブルーライト、赤外線などは一酸化窒素の産生を介して、血管拡張を引き起こし、肌に赤みを与えます。放出された一酸化
窒素はスーパーオキシドアニオンと反応し、ペルオキシナイトライトを生成します。これらのアニオンは内皮細胞にダメージを与え、
微小循環を阻害します。

皮膚の微小循環

毛幹

角質層

汗腺
毛包と血管網

３種類の光線種による一酸化窒素（NO）産生に対する検討

UUVVAA//UUVVBB惹惹起起NNOO産産生生へへのの影影響響
→  0.5%,1.0%,2.5%の濃度でNO産生を評価し
たところ、それぞれ23%,28%,34%抑制した。 

LD [ JS+M ]
(0.5%) +

UVA/UVB

LD [ JS+M ]
(1%) +

UVA/UVB

LD [ JS+M ]
(2.5%) +

UVA/UVB

UVA/UVBControl

NO産生相対濃度 (µM/mg タンパク質)

-23% -28% -34%

ブブルルーーラライイトト惹惹起起NNOO産産生生へへのの影影響響
→  0.5%,1.0%,2.5%の濃度でNO産生を評価し
たところ、それぞれ20%,28%,32%抑制した。 

LD [ JS+M ]
(0.5%) + 
Blue light

LD [ JS+M ]
(1%) + 

Blue light

LD [ JS+M ]
(2.5%) + 
Blue light

Blue lightControl

NO産生相対濃度 (µM/mg タンパク質)

-20% -28% -32%

赤赤外外線線惹惹起起NNOO産産生生へへのの影影響響
→  0.5%,1.0%,2.5%の濃度でNO産生を評価し
たところ、それぞれ18%,25%,30%抑制した。 

LD [ JS+M ]
(0.5%) +
Infrared

light

LD [ JS+M ]
(1%) +

Infrared
light

LD [ JS+M ]
(2.5%) +
Infrared

light

Infrared
light

Control

NO産生相対濃度 (µM/mg タンパク質)

-18% -25% -30%

血管は幾つかの繊維状の細胞によって出来ていて、血管内皮細胞によって血液と接しています。血管内皮は平滑な細胞によって構成
されていて、血管拡張や収縮に働く物質を産生し、血管収縮による止血を行う機能を持ちます。
一酸化窒素（NO）は内皮由来の血管弛緩因子です。この脂溶性のガスには血管を弛緩させる働きがあります。

内皮由来の弛緩因子（EDRF）である一酸化窒素（NO）産生

表皮

真皮乳頭層

毛細血管係蹄

真皮網状層

表面脈管叢

細動脈

集合細静脈

皮脂腺血管網

皮下血管叢



See also

Global Protect Common juniper

Global Protect Blackberry 

OxyRelax California poppy

OxyRelax Cherry tree

Smooth Lightening Pomegranate 

Smooth Lightening White rose

Sun Protect Commiphora 

Sun Protect Date palm

Whole Protection Edelweiss

Whole Protection Red-flowered silk cotton tree
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